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  論文の要旨 























DSM-IV の診断基準に対応した全般性不安症状を測定する Generalized Anxiety Disorder 
Questionnaire for DSM-IV (GAD-Q-IV) の日本語版を開発し，その信頼性と妥当性の検























































第六章  総合考察 
 第二章から第五章までの検討結果を総括し，心理的ウェルビーイングが促進的な目標の
達成に関わる自己制御としての機能を有し，心配の選択段階および心配の持続段階に対し
て，抑制的に作用するという，自己制御プロセスに基づいた全般性不安症状の緩衝モデル
を考案した。 
一連の研究から，不安に対する恐怖が全般性不安症状を増悪する経路は，人生の目的が
明確であることや将来の報酬に対する主観的な価値が維持されることによって，不安に対
する恐怖が全般性不安症状に与える影響が抑制されることが明らかになった。このことは，
不安の経験を強く恐れていても，望ましい結果の獲得に向けた目標が活性化する場合には，
不安の経験を避けるために心配をするという回避目標に基づく行動の選択がされにくくな
り，全般性不安症状を増悪しないというメカニズムが示唆された。 
一方，心配に対する否定的な評価が全般性不安症状を増悪する経路は，自律性や心拍変
動性によって緩衝されることが明らかになった。この緩衝メカニズムに関して，状況に応
じて反応を切り替える抑制機能が高い場合には，心配が制御困難であると認識していても，
心配の制御に固執せずに別な対象へと反応を容易に切り替えられるために，心配が持続し
にくいというメカニズムが示唆された。 
 本研究の知見から，心理的ウェルビーイングを向上させるアプローチが全般性不安症状
の予防において有効である可能性が示唆された。また，遅延価値割引や心拍変動性といっ
た基礎的な認知機能を直接高めるような介入方法も全般性不安症状の増悪の防止において
有効である可能性が述べられた。  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
